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事

山
本

博
士
逝

山
本
美
越
乃
先
生
は
明
治
七
年
一
月
二
十
二
日
三
軍
腕
烏
澗

町
に
生
れ
、
烏
勿
商
船
畢
枝
、
同
志
枇
高
等
普
通
皐
校
を
経
て
、

三
十
二
午
本
準
法
科
大
串
に
入
り
三
十
九
年
六
月
全
課
符
を
修

了
し
、
大
阪
高
等
商
業
製
校
・
山
口
高
等
商
業
製
校
に
歴
任
L
，

三
十
八
年
=
一
月
よ
り
米
・
英
-
濁
各
闘
に
明
壊
す
る
と
と
二
年

半
、
四
十
五
年
二
月
京
都
市
叩
凶
大
準
法
科
大
串
助
教
授
に
住
ぜ

ら
れ
、
犬
直
五
年
経
済
事
第
六
講
座
を
捻
営
し
、
七
年
四
月
法

科
大
隈
穀
伎
と
左
り
、
大
正
八
年
経
済
閣
甲
部
創
設
白
際
、
経
済

同
宇
部
勤
務
と
た
っ
て
昭
和
九
年
二
月
白
定
年
ま
で
杭
峨
せ
ら

れ
、
同
年
一
「
一
月
京
都
帝
商
大
隈
名
様
救
出
到
の
各
陣
ど
浸
け
ら
れ

1<己

沿
生
の
専
攻
と
す
る
所
は
植
民
政
策
で
あ
り
、
そ
の
科
準
的

抽
閥
系
は
、
た
生
に
よ
っ
て
初
め
て
打
ち
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ

we 

事

る
。
街
、
水
産
経
済
・
持
働
政
策
等
に
つ
い
て
も
造
詣
深
〈
、

そ
の
著
「
植
民
政
策
研
究
L

「
水
産
経
済
」
等
最
も
世
忙
知
ら
れ

て
ゐ
る
。
そ
の
履
歴
井
に
業
績
に
つ
い
て
は
既
に
本
誌
昭
和
九

年
一
月
読
「
山
本
博
士
還
暦
祝
賀
記
念
論
女
集
」
に
明
か
で
あ

る
か
ら
、
濯
に
は
之
を
省
略
す
る
。

昭
和
五
年
の
外
遊
後
病
を
獲
ら
れ
、
爾
来
約
半
歳
静
養
さ
れ

同
夜
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
兎
角
健
康
勝
れ
宇
、
定
年
退
峨
白
後

は
峨
息
と
神
経
痛
と
で
殊
に
冬
期
に
は
寵
属
さ
れ
る
と
と
が
多

か
っ
た
。
本
年
の
気
候
不
順
は
先
生
の
病
惜
に
障
る
所
が
少
〈

た
か
っ
た
と
忠
は
れ
る
が
、
途
に
五
月
十
三
日
午
後
八
時
三
十

分
急
性
肺
炎
の
た
め
小
山
下
鳩
町
内
一
自
邸
で
念
逝
さ
れ
た
。

享
年
六
十
八
、
誠
に
惜
し
い
と

k
で
あ
る
。
十
五
日
午
後
三
時

蓮
華
谷
火
葬
場
で
遺
骸
を
茶
昆
に
附
し
、
翠
十
六
日
午
後
一
時

同
志
枇
基
替
数
合
笠
で
背
別
式
が
綴
痛
に
曲
帯
{
付
さ
れ
た
。
同
志

枇
総
長
牧
野
虎
弐
氏
は
式
辞
を
遁
ペ
、
本
製
経
済
事
部
長
・
問

士
山
枇
校
友
合
代
表
・
門
下
牛
代
表
・
京
大
同
皐
舎
・
閥
西
移
植

民
政
策
皐
舎
・
同
志
祉
基
替
毅
合
等
の
弔
辞
が
あ
り
、
弔
電
は

人
口
問
題
研
究
合
長
候
評
佐
々
木
行
忠
・
出
リ
聞
水
産
合
長
子
関

第
五
十
二
巻

第
六
披

戸、
ブL

七



言日

事

野
村
徒
三
・
植
僻
顧
問
官
松
浦
鎖
弐
郎
・
数
日
迫
大
臣
小
川
郷
太

郎
・
前
納
長
小
問
責
直
・
氷
川
内
柳
太
郎
・
山
崎
詑
之
輔
・
徳
官

猪
郎
-
何
回
嗣
郎
・
作
間
荘

二
井
高
公
・
闘
岡
大
事

朝
日
新
聞
社
等
九
十
五
泊
で
あ
っ
た
。
己
れ
よ
り
前
長
く
も
祭

菜
料

b
z
F
賜
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
策
忠
ふ
べ
き
で
あ
る
ロ

ト
止
に
わ
が
経
済
事
部
長
及
門
下
生
代
表
白
弔
詞
を
録
す
る
。

市

解

京
都
帝
岡
大
串
名
春
教
授
徒
三
位
動
二
等
法
串
博
士
山
本

美
越
乃
先
生
俄
か
に
病
を
以
て
逝
去
せ
ら
る

鳴
呼
悲
し
い

哉
先
生
は
幼
に
し
て
撃
を
好
み

を
負
ム
て
同
士
山
枇
に
墜
び

大
事
法
科
大
曲
学
白
業
を
卒
へ

笈

更
に
明
治
士
一
十
六
年
京
都
有
岡

同
三
十
八
年
欧
米
に
幹
事

向
事
の
念
止
み
難
く

ウ
ヰ
ス
ヨ
ン
シ
ン
大
事
上
り

マ
ス
タ
ー
・
オ
プ
・
ア

l
?
の

開
国
宇
佐
を
交
け

四
十
年
師
朝

山
口
高
等
商
業
製
校
教
授
に

任
ぜ
ら
る

明
治
四
十
五
一
年
京
都
帝
幽
大
原
助
教
授
に

い
だ
犬
正
七
年
毅
授
に
住
ぜ
ら
れ

経
済
同
町
イ
第
六
講
座
を
捨 号大

第
五
十
二
巻

七

第
六
腕

Jc 
O 

常
し

繭
来
教
慢
の
峨
に
点
る
こ
と
一
一
十
有
徐
年

相
民
政

策
及
び
工
業
統
済
問
fu講
義
を
槍
常
し

停
年
退
職
の
後
も

狛
講
師
止
し
て
教
壇
に
立
た
る
る
と
と
年
あ
り

そ
の
間
不

断
の
研
鐙
に
上
っ
て
「
楠
民
政
策
研
究
」
を
始
め
幾
多
不
朽

我
が
聞
宇
川
井
に
寄
興
せ
ら
る
t
A

庭
桜

の
著
書
論
説
を
殻
去
し

め
て
多
犬
た
り

設
等
は
此
等
不
朽
の
名
著
を
座
右
に
備
へ

そ
乙
に
脈
々
と
し
て
流
る
L
先
生
の
研
究
的
生
命
力
を
汲

む
と
と
に
よ
っ
て

常
に
先
生
を
偲
ぴ
得
る
と
い
ふ
も
D

L

最
早
や
今
日
再
び
先
生
の
滅
容
に
援
す
る
を
得
、
子

鳴
呼
悲

し
い
哉

先
生
は
ま
た
昔
に
そ
の
専
攻
す
る
と
己
ろ
の
撃
を
以
て

皐
界
に
不
朽
の
一
貢
献
を
註
さ
れ
た
る
の
み
た
ら
宇

或
は
統

或
は
京
都
帝
国
大
単
線
長
事
務
取
扱
と

本
墜
の
運
山
曲
目
に
寵
庫
せ
ら
る
そ
り
功
績
定
に
た
な

り
'
f
一
一
五
ム
ベ
し
吏
に
晩
年
に
は
関
西
移
植
民
政
策
皐
舎
を

興
し
て
後
進
の
一
指
導
と
植
民
政
策
皐
の
渡
達
と
に
多
大
の
努

精
製
部
長
と
し
て

し
て

力
を
梯
は
れ
売
り

今
や
我
閣
と
し
で
は
東
亜
新
秩
序
の
建
設

東
亜
共
然
附



の
確
立
に
遁
迭
す
べ
き
秋
に
首
り

先
生
に
よ
っ
て
解
決
せ

ら
る
べ
き
問
題
の
税
め
て
多
か
り
し
札
も
拘
ら
十

突
如
と

し
て
長
逝
せ
ら
れ
し
己
と
は

我
が
邦
家
に
と
り
で
も
ま
た

え
な
る
損
失
と
い
ム
ペ
〈

淘
に
痛
恨
に
堪
へ
ざ
る
庭
友
り

悲
に
京
都
帝
国
大
曲
学
終
済
問
宇
部
聖
代
去
し
哀
静
を
陳
ね
以

て
悼
惜
の
誠
意
を
表
す

昭
和
十
六
年
五
月
十
六
日

京
都
帝
岡
大
島
a

経
済
問
申
部
長

ノl

木

芳

之

市

酔

昭
和
十
六
年
五
月
十
三
日

恩
師
志
洋
山
木
美
越
乃
た
生

議
吾
川
逝
去
セ
ラ
ル

先
生
日
カ
該
博
透
徹
ノ
曲
学
問
ト
向
遁
愛
国
ノ
見
識

而
シ
テ

又
ソ
ノ
芳
烈
純
畏
ノ
人
格
ト
ヲ
以
テ
畢
生
門
下
ノ
育
成
指
導

=
謹
庫
セ
フ
レ
タ
ル
コ
ト
貫
一
一
前
後
凶
十
年
ノ
長
キ
エ
喪
ン

ト
コミ

ソ
ノ
薫
陶
ヲ
示
ク
セ
ル
一
十
日
効
後
進
ノ
敢
ハ
寅
-
一
部
千

ナ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
ト
請
プ
ベ
シ

今
ヤ
越
=
幽
明
境
ヲ
別
ニ
シ

3日

4~ 

助

テ
復
タ
ソ
ノ
淵
本
ヲ
仰
グ
ニ
巾
ナ
ウ
#
長
痛
惜
定
-
一
揺
Z

ザ

ル
ナ
リ

先
生
ノ
皐
ハ
素
ト
紘
メ
干
深
喜
一
山
毛
目
ツ
甚
グ
多

方
問
ナ
リ
妄
リ
一
一
ソ
ノ
際
涯
ヲ
劃
ス
ベ
キ
ニ
ア
ラ
メ

然
リ

ト
雌
モ
特
ニ
ソ
ノ
専
攻
ノ
皐
域
ト
セ
ラ
レ
グ
ル
ト
コ
ロ
ノ
モ

ノ
ヲ
敢
テ
皐
グ
レ
パ
査
シ
移
植
民
政
策
問
中

工
業
経
済
皐
及

ピ
水
産
経
済
壊
ノ
一
一
-
部
門
ナ
リ
併
セ
テ
農
業
政
策
皐
モ
7

タ

カ
ヲ
輸
サ
レ
グ
ル
一
ナ
リ

移
植
民
政
策
聞
で
一
ツ
キ
テ
ハ
斯
車
問
創
ノ
時
代
=
於
テ
夙

一
コ
レ
ガ
理
論
的
関
系
化
ノ
選
ヲ
開
拓
六
成
セ
ラ
ル

完走
不

テ
博
覧
攻
襲
以
テ
各
国
移
植
民
政
策
ノ
原
義
ノ
遡
否
成
敗
ヲ

賓
詩
論
的
ニ
究
明
検
討
シ
テ
指
ラ
ズ

l
イ
フ
ヨ
ト
無
カ
リ
V

ト
相
倹
千
寅
一
一
光
生
ヲ
む
テ
木
邦
移
植
民
政
策
嬰
ノ
父
タ
ラ

シ
メ
グ
ル
所
以
一
一
シ
テ
我
闘
斯
皐
ノ
歴
史
上
一
一
不
滅
ノ
光
で

ハ
燦
ト
シ
テ
法
ニ
輝
ク
ソ
ノ
直
下
賎
ハ
永
ク
後
進
事
徒
ノ
傍
シ

ク
仰
イ
ヂ
抑
制
ル
ト
コ
ロ

今
日
ノ
所
謂
大
東
亜
共
築
陶
ノ
基

礎
訓
明
論
=
閥
ス
ル
研
究
J

如
キ
モ
夙
一
一
作
品
生
=
ヨ
ツ
テ
最
初

ノ
一
基
石
ヲ
興
へ
ラ
レ
グ
リ
ト
詞
ハ
ル
ベ
キ
寅
了
り

先
生
ノ
工
業
絞
済
器
一
一
於
ケ
ル
皐
風
〈
純
粋
理
諭
ノ
究
明

第
宜
十
二
巻

七

第
六
続

ノb
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事

ニ
専
ラ
終
始
セ
ラ
レ
タ
り

1
云
ハ
ン
ゴ
リ
ハ
本
ロ
県
国
ノ
道

=
問
、
シ
テ
健
正
受
賞
ナ
ル
事
理
ノ
基
礎
-
一
現
代
工
業
経
済
上

ノ
諸
事
相
諮
問
題
ヲ
批
判
検
討
シ
以
テ
我
閤
，
両
度
産
業
力

ノ
健
全
ナ
ル
後
建
ガ
就
イ
テ
侍
ル
ベ
キ
賞
践
的
蒸
準
保
理
ヲ

提
示
セ
ラ
レ

y
ヨ
ト
一
一
斯
事
攻
究
ノ
目
標
ヲ
オ
カ
レ
グ
ル
モ

ノ
、
如
シ

特
=
#
テ
我
国
枇
曾
思
潮
ノ
底
流
ガ
浩
一
々
ト
シ
テ
唯
物
利

己
ノ
方
向
一
-
趨
リ
人
ハ
筒
人
ト
階
級
ト
一
一
捉
へ
ラ
レ
テ
動
毛

ス
レ
バ
皇
図
ノ
潟
メ
ノ
産
業
ナ
ル
剛
氏
意
識
ハ
皐
位
宰
シ
グ

成
レ
ル
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヤ
ノ
腕
ヲ
主
ぜ
ん
首
時
-
一
際
シ
テ
夙
エ

持
資
雨
側
州
ノ
産
業
要
素
ニ
詩
エ
テ
我
闘
産
業
ノ
根
本
義
ハ

唯
ダ
奉
園
ノ
一
事
一
一
止
マ
ル
ノ
所
以
ヲ
悟
得
セ
シ
メ
ラ
レ
シ

ー
ト
ニ
最
モ
息
ヲ
弊
セ
ラ
レ
グ
リ
ト
謂
フ
ヲ
得
ベ
シ
先
生

愛
困
ノ
丹
心
ハ
メ
此
ノ
事
域
一
↑
於
テ
モ
生
辰
将
位
メ
テ
突
干
グ

り
現
下
ノ
園
情
ニ
立
チ
テ
コ
レ
ヲ
同
顧
ス
レ
パ
先
生
ノ
達
眼

高
識
二
号
一
驚
嘆
=
徐
ル
モ
ノ
ア
リ
ヨ
レ
定
一
二
筒
純
京
民

塾
ノ
皐
究
l
熱
血
烈
々
ノ
同
士
ト
ガ
津
然
一
関
恰
モ
一
人
格

-
一
於
テ
統
合
セ
ラ
レ
グ
ル
姿
ニ
シ
テ
凡
庸
ノ
誤
徒
建
タ
仰
イ

デ
ニ
ハ
カ
ェ
建
シ
難
キ
ノ
境
地
ナ
リ
ト
誇
フ
ベ
シ

第
有
十
二
巻

七
三
回

第
ノ、

競

九

水
産
総
怖
感
ガ
今
日
見
ル
ガ
如
ク
ニ
岡
氏
経
済
皐
ノ
一
貫

要
分
野
ト
シ
テ
ノ
性
格
-
一
於
テ
後
遺
シ
来
レ
ル
モ
ノ
今
ソ
ノ

泊
革
ヲ
願
レ
パ
寅
ニ
ヨ
レ
ガ
悶
拓
建
設
ノ
功
ハ
草
リ
本
邦
ノ

限
界
-
一
於
テ
ユ
非
ズ
シ
テ
寅
一
一
昨
界
的
J

腕

野

ヲ

通

ジ

最

モ
大
イ
ナ
ル
モ
ノ
、
一
ハ
川
ニ
先
生
ノ
努
力
二
帥
セ
ラ
ル
ベ

キ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
夙
ニ
斯
ノ
皐
界
ノ
定
評
グ
リ
今
ヤ
皇
岡

ノ
目
、
姿
悶
明
l
興
現
ノ
大
業
ト
ガ
漸
ク
堂
々
ソ
ノ
緒
ヲ
開
キ

深
遠
宏
陣
ナ
ル
先
生
ノ
皐
問
的
業
績
ト
ソ
ノ
高
遁
赤
誠
ナ
ル

人
格
ト
ガ
今
日
以
後
一
一
一
於
テ
コ
ソ
仲
間
一
一
普
ク
壊
俗
前
界
ヲ
泊

シ
チ
貝
-
一
正
シ
ク
一
慣
ノ
識
認
ヲ
宇
ケ
愈
々
ポ
ク
同
民
ノ
教

師
l
シ
テ
徐
々
コ
レ
ガ
指
導
ノ
大
住
ヲ
期
待
セ
ラ
ル
、
ノ
時

機
ニ
ー
一
品
ツ
テ
誰
カ
漣
カ
一
一
今
此
ノ
悲
ミ
ニ
遭
フ
ペ
キ
ヲ
恕
ハ

ン
ヤ嶋

坪
哀
哉
殊
日
一
蹴
リ
ニ
ソ
ノ
高
風
淵
容
一
一
親
近
シ
テ
慈

一
一
同
熱
語
詳
詩
至
ラ
ザ
ル
ナ
キ
薫
陶
ノ
高
忠
一
一
浴
、
ン
グ
ル
モ
ノ

悲
戚
痛
恨
最
モ
切
ナ
リ
定
=
哀
哉
法
一
門
下
生
一
同
一
一
代

リ
チ
柳
カ
卑
懐
ノ
一
端
ヲ
聯
、
不
謹
ミ
テ
先
生
十
代
天
ノ
重
ヲ
弔

ス

昭
和
十
六
年
五
月
十
六
日

門
下
生
代
表

大

塚

朗




